
№ 意見の概要 本市の考え方（案）
反映
結果

対象
頁

1
5ヵ年計画を具体的に、更に１年毎
の検証をしていく事が肝要である。

８つの成果指標と１０の活動指標に基づき、
１年毎に計画の検証を行います。

① 38

2
都市農業振興基本法の件について
は、農協の意見を取り入れてすすめ
て頂きたい。

③ 5

3
都市農業基本計画による地方計画の
策定へのＪＡ北九営農企画課の参画
を要望する。

③ 5

4
生産振興にあたっては、出口戦略や
消費者ニーズの把握が大事。

ご意見とおり、消費者や実需者ニーズの動向
を踏まえ、農業者や関係団体と出口戦略に
沿った生産体制の構築に努めてまいります。

① 8

5
農家がこの計画を見ても夢が持てな
い。農業所得目標１千万円を目指す
などのモデル事業等が必要。

１千万円の農業所得目標を超えるためには、
農地の集積と規模拡大、ビニールハウスの導
入等による生産物の高品質化、高収益な品目
の導入に加え、雇用労働力の導入や法人化と
いった総合的な取り組みが必要と考えます。
今後とも、認定農業者に対して研修会の開催
や情報提供を行い、認定農業者の経営改善を
支援してまいります。

① 11

6
認定農業者協議会の活動充実は必要
であり、野菜栽培に造詣の深い識者
の講演等を行ってはどうか。

ご意見のとおり、栽培技術も含め認定農業者
のスキルアップは必要なので、今後とも関係
者と連携して研修会の開催や個別指導などを
行ってまいります。

① 16

7
農業の担い手は十分にいるので、担
い手不足と言わないで欲しい。（若
松区ではむしろ増えている）

若松区の野菜生産地域には、農業後継者が多
数農業に従事していて担い手が不足すること
は考えにくいですが、本市全体で見ると担い
手の高齢化や離農が問題となっている状況を
踏まえて計画を作成していることをご理解頂
きたいと思います。

③ 16

提出された意見の概要及びこれに対する本市の考え方
【北九州市農林水産業振興計画（素案）】

（１）計画全般に関するもの

（２）本市農林水産業全般（総論等）に関するもの

（３）各論　主要施策１「多様な担い手の育成」に関するもの

都市農業振興基本法において、地方公共団体
は、地方計画の策定にあたっては、都市農業
を営む者、都市住民等の多様な主体の意見を
反映させるための措置を講ずるよう努める必
要があるとされており、法の趣旨に沿った計
画策定を進めてまいります。

【反映結果】 

①計画に掲載済み（一部掲載を含む） 

②追加・修正あり 

③追加・修正なし（今後の参考とする等） 

④その他 



№ 意見の概要 本市の考え方（案）
反映
結果

対象
頁

8
若松の農業の担い手は半数がＵター
ンだと知って欲しい。（それに合う
事業が望まれる）

若松地域でＵターン就農者が地域の担い手と
して活躍していることは理解しております。
Ｕターン就農者に特化した事業はありません
が、既存のビニールハウス等の整備や農業機
械の購入等を行なう助成や融資制度等の情報
提供を進めてまいります。

③ 16

9

新規就農者の支援制度よりも、後継
者の支援制度を作ってもらいたい。
後継者は設備、農地等が整ってお
り、新規就農者を募るよりも、担い
手の確保に繋がるのではないか。

③ 16

10

地域によっては、担い手になり得る
後継者が育っており、新規就農者だ
けでなく、後継者に対する支援も望
む。

① 16

11

新規就農者の意思だけでなく、市と
して残したい農業の担い手として新
規就農者を考えるべきではないか。
担い手がいない地域には新規就農者
は必要だろう。

農業の担い手については、農家の後継者に加
え、雇用を活用するための農家の法人化、農
外からの就農、退職後就農、企業参入など広
く考えています。市内のそれぞれの地域の担
い手の状況は違っているので、地域の実情を
反映した担い手の育成を図ってまいります。

① 16

12
農家に嫁いだ女性に助成金があれば
良い。

ご意見のような事業は計画しておりません
が、農家女性の地位向上のため、家族経営協
定の締結等支援を今後とも継続実施いたしま
す。

① 17

13

農家子弟への就業支援を行って欲し
い。農外からの就農には国事業があ
るが、農家に血縁の無い人に支援し
ても意味が無い。

農家子弟への就業支援については、、ＪＡや
県普及センター等と連携して、栽培・経営等
の情報提供を図り農家子弟のスキルアップを
支援していきたいと考えます。
 加えて、農外からの参入も必要と考え、担い
手不足が深刻な地域を中心に支援を行ってま
いります。

③ 17

14
養殖業、６次産業化の分野では、か
なり女性の活躍が期待できる。

ご意見のとおり、女性の活躍に向け、女性の
就業を促進する環境整備などを支援してまい
ります。

① 17

15
養殖事業等への人材派遣は有効活用
するべき。

養殖事業等の人材確保については、担い手と
して、漁業支援サポーター制度の創出によ
り、取組む予定です。

③ 17

16

企業等の農業参入については、あま
り支援すべきでないと思う。企業は
赤字で農業をする事は無く、事業を
止めた場合は耕作放棄化してしま
う。景観や国土、環境保全が脅かさ
れる。

企業の農業参入については、農地法が改正さ
れ、農地を賃借し営農することが可能になっ
ている。あわせて、ご懸念のような事態とな
らないよう企業が撤退する際は、その際の処
理を契約等に明記する「解除条件」が新たに
付されています。

③ 18

農業後継者に特化した支援制度はありません
が、ＪＡや県普及センター等と連携して、栽
培・経営等の情報提供を図り後継者のスキル
アップを支援してまいります。
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17
暗渠排水対策及び基盤整備のさらな
る実施が望まれる。

基盤整備実施に向けて、地元の合意形成を
進めてまいります。

① 19

18

基盤整備実施地区の記述について
「意欲ある担い手や後継者が多い地
区においては～」とあるが、逆に担
い手の少ない地区こそ推進すべきで
はないか。他の地域では基盤整備等
が行われている。

基盤整備は、担い手への農地集積や集約化を
すすめ、農業の持続的な発展を図ることを事
業目的としています。
基盤整備は農振農用地区域を優先的に実施す
る方針ですが、地元の合意形成は図る過程
で、地域の将来像を検討していただき、基盤
整備に反映させる必要があると考えます。

③ 19

19
若松区有毛地区には後継者が多い。
付加価値の高い、基盤整備をしたよ
うな大区画の農地を与えて欲しい。

基盤整備実施のためには、個々の農家の営農
意向の把握や農地の利用調整、地域の将来像
の検討等、農家の皆さんによる十分な協議が
必要です。
このような地元協議を円滑に進めることを第
一目標として、協議が整った地域から、国県
の補助事業を活用して、早期の整備実施を図
ります。

③ 19

20
小規模な基盤整備に取り組みやすく
して欲しい。

③ 19

21

大がかりな基盤整備から軽微な基盤
整備まで、今までよりもスピーディ
で柔軟性をもった、担い手への農地
集積・基盤整備を望む。
若松キャベツ班には規模拡大意向が
あるが、思うように面積拡大できて
いない。担い手の意欲のあるうちに
実行すべき。

③ 19

22
灌水施設の老朽化対策を望む。キャ
ベツが国指定産地になって約50
年。老朽化が進んでいる。

キャベツの灌水施設の老朽化対策について
は、灌水施設の状況や地域の実情等を把握し
た上で、国や県の事業による支援の可否等も
念頭に検討してまいります。

③ 19

23

規模拡大のため、耕作放棄地を借り
ているが、日照不足・排水不良等で
労力をそがれる。基盤整備という形
で市に援助して欲しい。

耕作放棄地対策と併せて、優良農地の確保、
担い手の育成などの面からも、基盤整備事業
の推進に向けて、地域での合意形成を進めて
まいります。

① 19

24

農業後継者や新規就農者向けの施設
整備（リースハウス事業）の実施
や、北九州市中央卸売市場への大型
冷蔵施設の導入などの流通体制強
化、新規就農研修の拡充（定着やス
テップアップに注力）について、Ｊ
Ａ・市ともに考えていきたい。

施設整備や研修等の充実については、国県や
既存の制度を活用しつつ、今後ともＪＡと協
議を行い進めてまいります。北九州市中央卸
売市場内には既に一部保冷施設が導入されて
いますが、施設拡充については今後検討して
まいりたいと考えます。

①
19
23

25

新規就農者対策、農地集積・基盤整
備、灌水施設の老朽化対策に係る要
望については、具体的な数値目標と
して出して欲しい。進捗状況を分か
りやすくして欲しい。

新規就農者対策、農地集積・基盤整備につい
ては、「新たな担い手の増加数」、「担い手
への農地集積面積」、「新規ほ場整備面積」
の指標に数値目標を定めています。灌水施設
の老朽化対策については、数値目標は定めま
せんが、地域との話し合い等により方向性を
検討してまいります。

③
19
38

（４）各論　主要施策２「生産環境の整備」に関するもの

ほ場整備の実施については、国県の事業を活
用して実施するため、ある程度の時間を要し
ます。まずは農家の皆さんが地域の将来像や
農地の利用などを話し合い、合意形成を得る
活動を支援することが重要であると考えま
す。
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26

規模拡大を目指しても、生産性が高
い農地が借りられない場合がある。
農地中間管理事業がうまく機能し、
担い手が農産物を作りやすい環境を
つくりだせることを期待している。

① 20

27
農地の情報が少ない。担い手に優先
的に情報が来るように、情報網等を
確保してもらいたい。

① 20

28

漁業者が安定的な収入が得られるよ
うな対策として、養殖事業や半蓄養
漁業等の推進（経費がかかるため取
扱い規模数量の計算が必要）や燃油
のサーチャージ方式の導入が必要。

安定収入に向け、養殖事業を支援するととも
に、燃油の高騰対策としては、国が実施して
いる省燃油活動推進事業により引き続き支援
してまいります。

③ 21

29

各漁港とも老朽化が進み、永続的な
整備が必要。
今後、６次産業化に向けて、新たな
設備の充当が望ましい。

漁港施設については「機能保全計画」に基づ
き計画的な対策を実施いたします。また、漁
業者が利用をしやすい設備を支援してまいり
ます。

① 21

30

藻場の造成、種苗の放流、潮焼け対
策、どれも補助なしではできない事
業である。今後も大幅な振興対策が
望まれる。

豊かな漁場づくりのを進めるため、藻場造成
など生産環境の整備を実施すると共に、漁業
者自らが取組む漁場保全活動などの支援を強
化してまいります。

① 21

31

　吉田地区は九州のノリ養殖発祥の
地であり、現在はノリ養殖は辞めた
が、豊前海一粒かきを養殖してお
り、「つくり育てる漁業」に関して
意識が高い。海域の水質汚染によ
り、ノリ養殖が衰退していったこと
と同じように、カキ養殖も衰退して
いくのではないだろうかと懸念して
いる。
　干潟環境回復の取り組みは、行わ
れているものの、有効的な対策は出
ていない。また、汽水域や河川域の
川底・海底がヘドロ化し、当海域環
境は、徐々に悪化しているのではな
いかと考えている。
より高度な養殖産業が営めるよう
に、少しずつでもいいから、海域環
境を改善してほしい。カキ殻もしく
はカキ殻加工品の敷設により、川
底・海底のヘドロ化を防止するとと
もに、栄養分となる物質の発生を促
すので、是非取組んでほしい。

カキ養殖は、本市漁獲物中、最も大きな割合
を占めており、非常に重要と考えています。
ご意見のとおり、本市も養殖海域の変化には
懸念しており、現状把握を行い、必要に応じ
て底質などの養殖環境を維持・改善するため
の取り組みを行ってまいります。
なお具体的な取組として、『海底のヘドロ除
去や、富栄養化の抑制』を追加記入します。

② 21

32

近年、遊漁船の進出が著しく、漁業
者の水揚げが逼迫されている。今
後、遊漁船団体や釣り具商と連携し
て放流事業等を推進していくべきで
はないか。

遊漁船等の関連団体との相互理解・協調関係
の推進の中で、放流事業等について検討して
まいります。

③ 21

33
リースハウス事業の実施が望まれ
る。

既存の事業で対応可能なため、今後も関係者
と事業実施に向けて協議を行なってまいりま
す。

① 23

（５）各論　主要施策３「ビジネス化の推進」に関するもの

農地中間管理事業を柱として、関係機関で情
報を共有しながら、優良農地の確保と担い手
の育成に努めてまいります。
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34
薬草栽培に取り組んではどうか。旧
小倉薬品や熊本大学の知恵や経験を
活かされたい。

薬用作物栽培については、需要者、生産者の
意向の把握に努め、市内栽培に適した有望な
薬草等については、試験栽培などを検討して
まいります。

③ 23

35

漁業者が小売販売するのは反対。直
接販売、６次産業の推進により、北
九州公設地方卸売市場の存続が困難
となった時、対策はどうするのか。
６次産業も漁連と市場が連携すれば
良いのでは。

北九州市地方公設卸売市場は市民へ水産物を
届けるための消費地市場であり、取扱量の約
85％が市外産のため、直ちに市場機能が損な
われることはないと考えます。6次産業化は
所得向上などに繋がるため、引き続き支援し
てまいります。

③ 24

36
６次産業化や農商工連携について
は、短大、高校、調理師科等を前面
に出してアピールしてはどうか。

６次産業化商品については、現在も、ＪＡ北
九と地元大学生とのコラレボレーション商品
として若松潮風キャベツを活用した『若松潮
風キャベツカレー』を商品化しています。今
後も関係者の意向を把握し、要望があれば
マッチングなどに取り組んでまいります。

① 24

37 商品開発には物語が必要。

６次産業化・農商工連携商品の商品開発、販
売に際しては、材料となる地元農林水産物や
本市の食文化などを、商品カタログやＨＰな
どで説明しており、今後ともその背景を丁寧
に説明し販売促進につなげるよう努めてまい
ります。

① 24

38
竹林整備事業は継続しないと効果は
後退する。雇用問題も含め考える必
要あり。

竹林整備は継続的に行うことが重要です。そ
のため、竹材が活用される出口戦略づくりを
進め、事業化につなげることで、竹林の問題
を解決していきたいと考えております。

① 24

39

にんにくや葉ワサビ、西洋ワサビに
輸出を含めてビジネスチャンスがあ
るのではないか。耐暑性などの試験
を行ってはどうか。
また、地元酒造会社やしょうゆメー
カーと連携し、にんにくの発酵食品
を開発してはどうか。

有望品目の試験栽培、商品開発等について
は、ご提案の品目を含め、実需者、生産者の
意向を踏まえながらJAなどと連携して検討し
てまいります。

③
24
26

40

昔に比べて、農地（水田）が年々、
多くなっている。米価は下落し、農
機具は値上がりする一方で、作付面
積は増える一方。でも所得は上がら
ない。

米は、今後消費の減少が見込まれるため米価
の下落傾向がつづくと予想されます。国の経
営所得安定対策等を活用しつつ、レンゲ米な
どの特色ある米づくりや転作を進めて所得向
上の支援に努めてまいります。

① 25

41

合馬たけのこ（関西地区出荷分）は
ブランド化している。他地区（貫な
ど）の筍は、「北九州たけのこ」ブ
ランドとして、関東へのアピールが
必要。

農林水産物のブランド化については、生産者
の意向が重要だと考えます。合馬地区以外の
たけのこについては、生産者の組織化や、ブ
ランドをアピールできる体制整備ができるの
か等、ＪＡと連携して検討したいと考えま
す。

① 25

42
６次産業化や農商工連携の取組で、
「ワンデイシェフレストラン」は、
意味がよくわからない。

６次産業化・農商工連携における「ワンデイ
シェフレストラン」の設置の箇所は、商品を
試食販売する「新商品の試験的な展示・販売
等」の記述に修正します。

② 25
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43
グローバルＧＡＰ認証取得に関する
助成を要望する。

グローバルＧＡＰ認証取得に関する支援につ
いては、国・県の事業等の活用を念頭に実施
してまいります。本文もその趣旨で修正しま
す。

② 26

44

精肉業者などと連携して、イノシシ
肉などを食用として利用できるよう
になれば、害獣駆除の負担が減らせ
るのでは。

現状、食肉業者からは、検査を受けていない
イノシシ肉は使わないとの見解を得ていま
す。市民ニーズについては、現在調査中で
す。

③ 26

45

青果物の生産拡大には国外需要の拡
大が必要。欧米先進国への輸出は考
え難いので、中国及び経済発展して
いるタイ、ベトナム、シンガポー
ル、ミャンマーなどの東南アジアへ
の輸出へのリサーチが現実的だと思
う。

ご指摘のとおり、東南アジア圏を中心に、輸
出の可能性について試験的な取り組みを進め
てまいります。

① 26

46
再生可能エネルギーの漁協への供給
は進めて欲しい。

再生可能エネルギーの水産業での活用につい
ては、安価な電力を冷凍冷蔵庫に活用するな
ど、検討してまいります。

① 26

47

外国人（大学生含む）は餅つきに興
味があるのではないか。
日本の文化や米の味を知ることがで
き、米の消費拡大や、農村での異文
化交流などにも繋がる可能性があ
る。

本市の農林水産業や食について、様々なイベ
ントやＰＲを行ってまいります。餅つきなど
の伝統行事、外国人との交流についても、今
後検討していきます。

① 29

48
漁協としては、イベント等に積極的
な参加を促したい。

本計画の実現のためには、漁業者の協力なく
しては、出来ませんので、是非ご協力お願い
します。

① 29

49

生乳は熱処理して牛乳にしないと商
品化に進展しない。個人で試作、販
路を見つけるには負担が大きい。
Ｐ６畜産乳用牛部門の「乳用牛40
頭という希少な部分を」を「ブラン
ド価値が高くなる」と考えることが
可能であれば、農事センターでの試
験的な商品開発を検討して欲しい。
ヨーグルトやチーズなどが、これか
らの生活様式には浸透していきやす
いと思う。

食品製造施設や商品開発の技術を持つ職員を
持たないため直接的な商品開発を市が行うこ
とは困難ですが、食品加工の技術取得や関連
法令等の講習会、試作品製造や商品開発など
での専門家派遣等の支援を行ってまいりたい
と思います。

① 31

50
市の政策の中で、もっと農業もある
ことを全面に出して欲しい。環境分
野の取り組みにも入れて欲しい。

本市では、「北九州市環境未来都市計画」に
おいて、荒廃森林再生や放置竹林対策に取り
組むこととしています。また、「農業の有す
る多面的機能の発揮の促進に関する計画」に
基づき、多面的機能支払交付金や環境保全型
農業直接支払交付金に取り組んでいます。今
後はさらに、農業と環境の関わる分野につい
て、周知・啓発を行います。

① 33

（６）各論　主要施策４「多面的機能の発揮」に関するもの

（７）各論　推進施策に関するもの
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51
マスコミの積極的活用や市民を巻き
込んだ広報活動が必要。

農林水産業に関する様々な情報について、報
道機関への情報提供や市民を巻き込んだ広報
活動に努めてまいります。

③ 33

52

小学校とのふれあいは多くあるの
で、もっとメディアで取り上げて欲
しい。活動はしているのに広報が不
足している。

報道機関への積極的な情報提供に努めてまい
ります。

① 33

53
漁協組合員の農林水産まつり等への
積極的な参加を呼びかけ、魚食普及
に貢献したい。

本計画の実現のためには、漁業者の協力なく
しては、出来ませんので、是非ご協力お願い
します。

① 34

54

筍を楽に掘れるような小機器やかん
きつの皮を利用した忌避薬の開発、
竹の殺菌作用や水質浄化作用の実証
を行ってはどうか。

先端技術の活用の中で、ご提案のような新た
な技術開発や実証試験については、地元企業
や大学等の研究機関と連携して検討・研究し
てまいります。

③ 35

55
有害鳥獣への対応を良くして欲し
い。

農業被害については農政事務所を窓口として
います。今後とも侵入防止対策などの指導も
含め、きめ細やかな現地対応をしてまいりま
す。

① 36

56
漁協として、海難事故防止に努め、
海に油ごみ等の流出を防ぐ努力をす
る。

本計画の実現のためには、漁業者の協力なく
しては、出来ませんので、是非ご協力お願い
します。

① 37

57
森林の土地境界明確化のための地籍
調査を実施すべき

森林施業において、土地境界の明確化は重要
な課題であると認識しています。関係機関へ
の働きかけを行っていきたいと考えておりま
す。

④ －

58
漁業者とそれ以外の遊漁者の装備に
隔たりは無く、排他的な漁場環境を
再構築すべきではないか。

排他的な漁場環境を構築できる法的根拠はな
いため、遊漁船等の関連団体との相互理解・
協調関係の推進に努めてまいります。

④ －

59
農地・水事業の補助金を良く（多
く）して欲しい。

農地・水事業（現在の多面的機能支払交付
金）は、国庫事業のため、交付単価や要件が
国により定められております。事業取組の拡
大等につきましては、随時ご相談頂きたいと
思います。

④ －

（８）その他意見


